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Abstract
Heisui-Sôhô is the collection of poems in the Chinese style in which Akamatsu Ryôen compiled the works 
of five poets ―― Katayama Chûdô, Kameyama Setsuu, Fujisawa Nangaku, Mizukoshi Kônan and the com-
piler himself ―― and published in 1880. Heisui Ginsha is a society for Chinese poetry organized by some 
poets who lived in Kobe during the Meiji era, and Mizukoshi Kônan is said to have joined it. When we re-
search on the early literary works by Mizukoshi Kônan, a poet in the Chinese style being active from the 
Meiji era to the Taisho era in Kobe, there arise several important questions. The first question is what charac-
teristics his works on Heisui-Sôhô displayed, and how he took part in editing and publishing it. The second is 
when Heisui Ginsha was founded, who its members were, and what parts he played in it. The third is whether 
or not Heisui-Sôhô and Heisui Ginsha that had similar names were some how connected with each other. In 
this paper, in order to solve these questions, we collected related materials as many as we could, and tried to 
describe several aspects of his early literary activities by introducing the contents of poems composed by 
Kônan and other poets.
????
我々は前稿「水越耕南の初期の作品とその漢詩文ネットワーク――『開口新詞』と『薇山摘葩』をめぐっ





































































5 ～ 10「梅花十絶」節六，11「足柄山吹笙図」，12「脱牙歎」，13 ～ 16「擬古四首」，17「壬戌七月既望与
諸子舟遊城東」，18，19「松山懐古」，20「都府楼瓦硯歌為筧君謙斎」，21 ～ 25「客窓偶述五首」，26 ～
29「書事五首」節四，30「藤沢君成東遊卒賦為贈」，31，32「楠公二首」，33「稲花楼即事得遊字」．
その評の最も多く載っている（12 回）のは冲堂と同じ讃岐の人で，年齢も近い中邨（村）三蕉（1817 ～
1894）．讃岐の人物としては，他に葛西省斎（名は相清．？～ 1884），吉本復斎（1814 ～ 1848），尾池松

























にして見ていくと，6，7，8 はいずれも十一年の作で，赤松の評が附せられている．また，9 と 23 ～
25 は，『節宇遺稿』には収録されていないが，その題から明治以後の作であることが明らかである．こ





繹の評のある 14，松本衡の評のある 18，重野繹と南摩紀の評のある 19 の三首は嘉永五年（1852）の作．
南摩紀の評のある 15 は嘉永六年（1853）の作となる．
重野繹は正しくは重野安繹（1827 ～ 1910），通称は厚之丞，薩摩の人，号は成斎．薩摩藩校造士館に










この考え方でいくと，南摩紀の評のある 1 と 21，22，重野繹の評のある 13，さらには当時昌平黌教
授を務めていた安積艮斎（1790 ～ 1860）11）の評の附せられている 11 も，節宇昌平黌在学時の作だろうと
いうことになる．なお，『節宇遺稿』の繫年により，次の諸作品の制作年も知られる．すなわち，16 は


















南岳は収録作品数も少ないが，したがって評者も少なく，小原竹香（1815 ？～ 1893），高見照陽（1827 ？





成」，12「売氷叟」，13「匣刀歌　 引」，14「発神戸赴西京滊車中作」，15 ～ 17「三府雑詩十二首」節三，
18「観熊本城有感加藤肥州」，19「西郷隆盛」，20「尼崎途中」，21 ～ 23「神戸客中雑詩十首」節三，24「寄
山本忠礼在函館」，25「久保秀景招飲于眉山楼．（在阿州徳島）15）事在乙亥八月．偶追想当日景況．因有










西南戦争以後の作であり，24 は，この詩を寄せられた山本忠礼（1853 ～ 1890）が函館へ赴いたのが九年



































11 ～ 13 と 16 はそれぞれ，耕南の判事補としての岡山在勤時の作品集である『薇山摘葩』の巻上，巻
下にも見える．14 は『薇山摘葩』巻下の「送吉本知幾君於旭川畔別後成咏」と題だけが異なる．特に 11 ～






















字巧妙不得不批在豚児拝賜寔多」と謝辞を述べている．その他，19 ～ 21 も，節宇の 23 ～ 25 との関係
の下，互いの親族にまで及ぶ両人の親密な間柄をよく物語る作品である．


























































































































































































人水越耕南の交友を中心に――」（関西文化研究叢書 12『東アジア三国の文化―受容と融合―』2009 年，55 頁）









































32）黒田敏夫「田村文石（二）」28 頁，『あわじ』第 9 号，1992 年．樽谷明吉編輯兼発行『兵庫県御影師範学校創立五
十周年記念誌』，1928 年．
33）入谷仙介「淡路の漢詩人」，兵庫県立洲本高等学校創立九十周年記念誌編集委員会編『洲高九十年』所収，1987 年．
津司可三「倉本櫟山の生涯とその漢詩」，『あわじ』第 7 号，1990 年．
34）山内直一編『兵庫県人物列伝』（興信社出版部，明治四十三年），山内直一編輯兼発行『兵庫県人物列伝』（我観社，
1914 年）．陳徳仁編『学校法人神戸中華同文学校八十周年紀念刊』（同学校理事会，1984 年，138 頁）．
35）大江孝之（敬香）『敬香遺集』（大江武男，1928 年）所収．
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